
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

3 《）1

幼 児 の 非 言諸葯 動 と そ の 発 毘
　 記 馨 挙 的 試 論   　 友 淞 箔 志

　　　　　　　　　　　　　　　　 く真 理 学 尠

〔厨 究 屋的〕

、欄 騒 ・U ・理解 し  認 店 婆定 峨 燗 閲砥

豊築くよ で鯉 し 惹 る ニ ヒ で ある 。 自分 の 麸志 乏錮 チ
に 楓 廴 ，ma　｝の 鳬寿 亀理解ずる た 伽 ； 人 聞 ，工言語耄発

戯 遅 泉 た 誌 ガ し 塘 姐 人 脚 忍言語状 外 L・　vpt
凋 なおムで麸舟 を伝ゑ し 含 ， て・・る 譜L児 臨 亀親 の 閥
s： 見参れ る コ ミ s ニ ケ ーi ヨ ン で慮 ，書語 ‘＃dgpe的誉

亀の で ．非 言語的才」動 （齲 、 身振 り，移鉱 な ご ）弗 目

互 の イま頭闖菰 を」蜂く よ で
’
授」廴って 」 ゐ り 脳 吾曳の 課題

a9 、幼 児期 に a・　・fる 非 ぎ語・
巧動 く贓 りε ゆ 砥l　bckavi。の t

書己詈髻妁 （ 5帆 。悔 ） に fi・碗 レ ，ktつ飽詠 岬 峅 老務達．

段＄ に 労っ1 明 ケか ’： する と こ う ’こ 第 る 。 t あ・矛 研 覺

は 渉学金 嬉37測 火会ガ 5 の概 研究ビあ看 e

匸研 駿方斌 〕

（1｝幼 児 c3 ；？− s；to） の 幼 維 圃 1； 毒 ［，あ 生 蕩 場面 尽   裸

　角看 ζ々 ・実留 生 ）の馗導場 面 RVTR ｝二 盞己錬 した 。

　 く費 37冬10月一S7SS 茸 fi月 ／ 雪息約 气。Sh ゲ つ 3 局 間 冫

σV 了 鼠 の ！使用 に 際 し て 磁 ，幼 曳 た 5 が ’藤戒 る 2 で 坐

　撮 り 皀蒭 な い
， 黼 の 潔 ジ シ ョ ン 奄工 丸 し た e ‘訓 ，

鱒 罅 嵯 テ
ープ 媚 非 霍謝 テ動翻 ・・九 コ ミ ュ 絞

　
一

均 ン 場似 価 場面 ）　 t・3Ut・thし拗 した 、

。劔 丁島 あ丸 ． て SSz ニ ケ ー
シ s ン の麟墓 お麟 の

　 ように 麹定 し た 。慰 ぎ老か サ受蕕窟 に 向 う曳線 がメ

「 コ

郵

　 τ 挽層 ざSC た喝合 二 Pt 琶抽 鉱 L ム et ∫二 な る

吃3｝櫨 幽 L た 倉喝面 に ツ Mr し 非 吉語新 動が コ ぐ ユ ∴ ケ

　ーシ ヨ ン の t
“

の 抑 fiで 漉 層 さ点 勧   図 ユ の 蝿定 に

　展 ．て 分藩布し 彪 。css ♪

ere一ジ仏蠡

の搬鐙 で 。：

： で非畜語身」

動飜 捧 （微

鬣 こ＆） し し

　 　 　 ◎ （＄ a ）

‘ca　2 ）

愚｝褓 角港 （倉・叟習 嵐 ） の 痢 1是・亀苅 するξ蹄 語葡動 ヨ； つ

呪
， 縛 舳 （ 7 舳 ） 芝融 吩 消 し ke 鋤

　 tS 各 幽 動 の 献 汎   差■
・「’

火 t ・．色 の 欝 ・＝ z ビ の た 。

（研 究魅 暴 〕

1．非言語彳ラ動 の 4蜘 場面 tft1 ）

象 3　 3

ぎ τ
己
∫

ら

弄
‡
3

謬
4

≒
5

髪
計

昌
；

8 　 5
▼ 　　▼
4　　写辮 ら

T
‘
T

享
計

‘
己

る
争

畢
5

τ
譯ず

合
計

間媚 部 13 つ 12122i

．
1 許 ジ1 ’3ヱ 404 ユ 33 呂 5 尋 ．17 行1

蓮 行 静 13 コ o20 ユ 葛 1 ユ巳 7155 祁 4 嘔 16 各 3516 丁13

督 5 静 6 σ P6 ユ 13116i 尋 1 ユ126 ユ 11 午 ∂ 了 ユ 655

合　 討 勢 乳 1 弓7659366 丁533 雹τ帽 ｛σ 亭 5 旬 帽 5 質 ，ヨ〜

〔嬲 【‡づ鰯 顯 の 瓢 叡 ，3〜51よ輸 ，Tta備 昌，Cr 事幼 見 ，V 「；メ7 セージひ鰯 伺）

2．司縮 語 諱緒 の 便用搬 　　　　　　　　　　俵 L ）

非 鏡 音 窪碍 き
5

蕁件毒
ヨ

忌
5

奪年毒
5

享
3

ξ隼毒
5

謬
r

≒
丁

ξ
丁

‘
轟

導
仲

‘
5 合言量　　　　　　齟凵一｝

塩フ気麟吻 ．量る冫 5 7 ユ λ 3 ユ 1 て 5 可 1 ％

昆る．覗 き：｛・ 4 斗 11 尋 11 ヰ 2 ユ3

冥“が 1ノる ユ ゴ ｛ 3 ∫ ユ ユ ゴユ

基 輙 塑 囎 5i ユ ユ 3 ユ て ユ ユ 絡

濟1・舷 約 3i1 可 召 ヨ

開

始

静

首獺 罐 リ踊 ） 311 7
穐 坂る〔礎 ♪ 4 3 f ユ 16

もの 麺 31 ユ 1 7

季甼　灣 テく i1 イ 3 6

働 る、，ドつ 1 ユ 　 3

睨む，囗嵌 跨 1131 λ 5 イ3

蜘 緬 く劾 研 ）ユ ユ 337 可 子喋 20

着の 覿 （額ご編 ）11 ユ ！ 1 6
手の 覯 （駄・翻 う 311 些 2 丁 1 ｛6

旌 ‡緊 し．脆 虚し 1 ユ ぎ ． 131 ゴ3

，　 ジ》ン ケソ 1 ゴ ユ ヰ

伽 鉤 渥し 5i3 ゴ 4　　13 λ 20
竹

穐 払ザさこ攻動 ウ冫 2 311 5
婀 ，ラ1く．糊 吸 6 て 6 11

　　…

2弓

　　F

　　．
智P，身僻 触 輪 5 「 て 648 て 132332

跳 躍 する 3 3 1 7

鯔   眠
・デの 5 4113 14

捜 倣 動イ斧 牛 1 ］ 31 16瞬． 一…h．r
　櫓 ⊂亭・廴もて冫∫ 141 ユ 1fO ユ 1312a

於 を，ぽ 包甸 く う 5 λ 6112Q

一

5

吝ρ

伽 て伽
1
看 ・・  冫 ユ 1113 1 ヨ

吃の 鯣 ワ
”
ゆゐ 3 ユ 3 ゴ 　 s

鰤 一芳PI灘 緬 1 ． ユ 5 6

麺 坂 る 1L 1

〔数  1ホ擺 峰ρイ鯛 屋叡 。紀幽膣熱 崢岬 瓲 肋 警nκ畑 叡 ザt ・・｛・♪

3．ゴ ミ ェ
ニ ・ケー

シ ョ ン 歩島面 c” ll）　　　　　　東 3冫

  旨A 〔獅 iβ〔殉

　 1凡トU壱醐

奎　 1 飢 畝 凵躔
内1　 ←

陬
一

　 嚠　　 ｝眼 こ・亀・
1謎

　 1 鬼撚 （ i
　 l　 ←

一
÷ 一＿

　 1　　　 ；鋼 n的
’

　 r　　　 iπ身：蛎 畠

1霧 →

　1 吠 を鱒 5：

i
←

黷 、

1羸 で

  IC   〕iD‘4公）

実趨蘇
　 「　　 　 　 黌・・が’すも

　 1
−一一一「厂→

　 1 殉 続，て ；

　 1 賢ラ

1　
←

海 ユ、
　 1　　　 ← ←一一一一

1　 溜藤
・　　 i雛参

ワ

履蔚
　 「甅轉

1　 輸 喬

  トE σ ♀）iF⊆3♀）

劇曜
　 1　　 　 笑・．か 1，為

i延
　 1　 　　 即燗 鶴

1、読
｛嬲 精 …

　 1　　 ← −
　1　　 ；第蠡幺‘・しサ

｛
，凝

掲

1蓬：罐 i
　 1 嶋

  1丁  i臼・・野

室「厨 ア
内i 
　 1前劇 ・・i
l
驫L

　 l　　 i鰍
　 1 　  一→

　 1ψ を遮可i
　 1　 　 ← 一一一一
　 l　　 l妥1，ビ，t
　 r　　 「融帰

　 1　　　 、

．602− ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

4・．zaA老 の 非 言語 2テ動 （焔 菩場面）

騰 貢縁 嚇 惣 覗 く 翫覦 狗観 療 し 手を郵 痛縮 歩く 票　 伽 多

α 53 曳 細 凰 o △ oo △ AAo ム

』 5 職 講 oo △ o ム oo 厶

c33 長 摩1颶 o △ oooooooo

43 族 ケ
IL
ム △ △ △ AQ △

e ユ
ヨ曳
4 低

俳  ト

鍵 ザ △ △． oQ oo o

チ ユ 敦 ゲL叺 oQ 　
：

△ ○ A △

3 可 4、
坊   ト

あぞゲ oQlo
十

△ oo 　　△ o o

h 実 甑
フ「レツ

轟   ト
△ oo △

尸
A △ △

L 実 3 』 腓 へ oA △ o △ oo △ △ △

　 （o ・；ぞkkt
’
mp・肋 ，麟 趣 檎 ・・tny，嬾 ・tfi・t・ 。丈醸 搬 。〕

t老　象〕

　 コ ミ ュ
ニ ケ弓 ・ ン 街 発 イ諸 〆 4麟 ・ の 蘭 わ ソ’・

箱 し t　49　〉
’
が の 鱒 姆 燃 ）老都 、ih ．t メ ． レ ジ

し レ て 何 リガ の オ広 （礁 4本丿 ぜ 受イξ者 に 橘 慮 し 彦 瞳鳳 皇

すゐ 。 幼 児募団 の 中で ’与・令〆 増すド 菠 ・1thL り 閲

わ りPt
’
増加 する 二 tI 甚予醤虚 Ptた瀦累 だ

っ
た 方ぐ（胤つ 、

便用 s れ ゐ 非 言語記δの 数 ’く ぱ 差hN
“
彦　”

一
， 九 。璞1わ ソ

場面が 増ヵ囗すゐ り に 葦蹄 語記ヨ〆 土曽加 し を・・理 齔 し

て ，言語・の イ吏用 ・荷周斌
ノきん タ瓶 る 。 　3 曳 疫 で は た ぢ

近 く」 二 生 る だ
’
1ナで

’
〈 あ 紀 ぜ 〉‘ζ 加 わ れ る が 、4一戈 児に ，

恥 匕 r
（・1 し τ ゐ の 、

「
λ 膩 曙 の 言語 之イ欄 し 儲 が

よ リ ヌ・A 一ズ に く あ 篭 as
駒
〉 に 参測 ぜ 乏 う よ ） r．4 る 。

5Nl 見 同 士 で は ，身外 醤触 だ げ ‘ ・よ姦海 カツ 爵わ リザ逆，

に
「・e・め ろ よ 」 と 梔純 ざ su るイ列｛ 見夢れ た 9

　非 言畫詳乙5i 　za絢　；る に あ た ， て ，ぎ語 に な参・ て

動イ乍永【k醜 圃 ，動づ乍形 鱚素（kl・tm ・tpkpmlc ）を ビ を椙定 す

る珊 免 t 見ケれ うが
齢
儲 尋冫、こ こ で 齟；六 3h   ま分類 左ふ

L た 。 （表力 髫1二晩 色瀦縁 tlA に 転 が ワ て N ） る場逸 la

3 ・
今 う1で な く 昆ケれ たが

’
、モat　hN

“
づsT の メ・ヲ セ

ージ セィム

え倉 7 て い る の が 嬉 そ の 痢接 り 4tl5兄　t見 て ・LXJ ・・し 判

齣ぜ 芝な・x こ 乙 が ある ， 喧嘩ず灌L砂冶
・
っ て い る の に 、

厂 気と つ ヴ て や ， て ね
」 t 誤解 した楊青考バ 言藩が け

した 堤｝面も見参れ た が
國
，SE吉謐・記きと哨廷 の メ ッ セ ー

ジ
’
匕瀦 〆 づ げ て 判 WT すうtt は 鳬疎な 6 し が

’
ウい

。 功

児 に あ… t 〈鍬 5冫 く ぶ ワ 〉 尋 ビ 1δ級妻の 記 3り 船

鋤 る 。 期 勅 継 t レ z ・ ・i 〈｛の 場 匸
ト
の 跳躍 〉 も と

リ出 す 〉 〈 懐顔 〉 を ご が 義 ヴ   眠 る 亀 〈業験 〉 に っ ・・

て 1工既 に 使好的 な もの t す 5 見ゐ ヵ勇宅訳，ヒ る フ
て P 昏

Cts ）が ，〈 笑2奥〉以 タトq 喜ボ の 記き啄 年々 ttt 　 lc 獄

少 する頚 角 が 見 雪 れ う o

　ゴ ミ ュ ニ ケーシ s ン の 微 潜 に っ い ti ＃ ，胴拶 却し

過8〒卸〆 ‘渉‘ゴ同秋 。潜 5eF ’a ゼAs ’
の 半づ し 戸

、

油 出 ぐ

芝な カ
’
．た ・SU　jft，　tt あ

・“tne 　 th ニ ゲ ーシ 1 ン の 終
・
」

Ch ｛　 d
’

の A3 冫・｝ ，沢 の コ ギ ュ ；ケー》 ヨ ン の 葡9捉

あ う砺 告バ 参・・み刃 ヵ
・峻脉 な tL 〆 夕・・

。 洞 、 な く離

れ て ・1
， た ソ 、別 り ゐ も 角・・

て し 渉い
J ＃1」’1な託苫乞

必 薯・t し 毒 P
ρ （尹と蔽 フ ＜ 切 瓱 塩 の ・31 砂1だ

’
ti 。）

　遜象封者の 幼 呪 i＝ 鱒 1 う非 吉語一石動に フ 、・z 見 診し ．

休 鯒 ・麟 幌碑 々 3 ソ 伸 軸 状 鯨 ・ 対 眠 献 ル

て 非 言誇記5 乞択 う襖 匂〆 艮3SL　b ． 5置発巷蜘 児 し ，語

譜 に お U 帳
・
し 汗 騨 汚 ゆ 牝 ・醐 し Z 　 ・a ＜Lfi

ゲ 乏 〉 ＜司糺亀 も む ＞ q 乞く 〉 る ず り 紀8 乞多用す る。

オ時場繭 で 13 ．壗 善内寿 ，丿民3凡なビ に 影響も度け ， k
癩 者 芝域敦 算う こ k が th承奪 いm

”
、：静的な躍勤 （言

語発表をtL）ず 噂 ’」・ご
rs

療 吉蕗まこδσ 指 の 義硯 駒 さ

舟 ・ 、動ajなSB勤 で 億 夐あ沖
・
夕動 聴 て示 託ずるな tH ，

状 汎 丿も対 ・た した 奥イしカf見 登A 看 e 丿隆験与数ハ ♂ る差 匚渉

殆 ビ見参汎 な ・・
e 儲 の

（きζ め 〕

　幼 1昆の コ ミ」 a ケ
ー

冫 ヨソ の 麻を乞夏 て ・・llw ．t

こ に 毒語バ 女t ・tt一か ・の ’t 立∫魚響； 飽惑 と儁遷 レ 合．こ

・・｝拳竜見 s 乙 て ガ あ う．〔袤ラ    ） ’ゐ ぐ ，人 羅 ヒ

荷 ん で ・・さ劫 児 。
コ ミ ュ x ケー》 ヨ 冫 雀丿罰殆する 8＜ 慮

…ず モの 蓊ヒぶガじ毒げ 朮’ギ看タな・・バ 、その 隷 求之メ ソ

セ副ダ t し U 暮チi： ／あL ろ 弄段 む手た如 ケをけ 熟 8ゴな

夢ない
。
r コ ♂ユ

ニ ケー弖 』 ソ i3濃銅嵐の 田踏 赱亀 じ  

彳5な わ 爪 5 』 c＊の t 吉わ 桝る ヵN
“
．幼 児t 老の 麗 段庵

1ζ 右・て 争くの 非 言蕗紀琶髦用・・t コ 爭 ユ
A ケー》 s

冫 勘3ξ ． て い る。

　しガ し ，メ ッ を 一ジの 弱塵 P亀 b ” tオ綜 盞癆こ8 ガ ウ
で 1；手ALhp　fs二 t ｛ 毒た 明白ぐ毒う 。助軋 の イ5を丿原
cr　fsくあ そボ 〉 く あが

’
く 彪

。
た ，掬 ぐ こし 1：S　tS 冨） M

“

齢 誹 害語編 ・ イ翻 ・ 轟 献 リ島 い δ ・ もあ
鴨然〜の ら   ぐ

’
，筝ノらい　e 言話に よ ， 　て　しkN 亥ロ讃丶る ・、もり ，

騰 ・・ よ ・〈 しガ 激助 る一 t の 〆人間蛹 の 火却有

を占の て
・・b （＊ Wtt に 蘭 見瓦 歩が

’
気ゲ く 渥 め に 、冫

Mi の く あそ 4ズ冫 すま犬い に 彳殳立 71 い る t 言む よ う 。

〔文 献 ）
料

鋼麟 ♂叙傑蒙
：

鷙 瓢惹蠍 懸 ずτ磐徽ぬ灘  
；

　 　 OHe ↑L9ゐ t”ri−．効verb4， 晩 ら邑v 塞・r 　 resetbelh ，ScAqT αr ．k．R ．ξ」

　 　 E κ鼡醐，ρ・【 ed ・） ；（匡胴レril3e リM ；VttS しり
〆Prtss ’S92F5fP ・

堵 ユ 　ウーコ 7・Lソ ン ．R 、‘1Sfe ） ： ’般 菖語 学 ．引本叛 雌 タ 直尺 4ns73 ） ｝才ザ書亳
　 　 ノtS 　　：z ア，
＊ 5 　真山毎 子 δ779 一ド，L・Cf362 ♪ ：あ 1・t71 ：4・げ台 言繕 8〒勤 と4駐餌吾紵 勲 の ロ素

　 　 地 鮫 ．言盲昏、可SI ，9ユ ー10e ．
＊ 4f ．

、，1
・，　M．L 一 燗 脚 伽 噛 ・F矯 輔 誘 蹟報、iliS　．　 X 野 anlt−S

’・SC・cdS7S 冫

　 　 象専塞歩嵐 版 蛋 ．e2 ・が ク．
＄ 5T4 ・

’
・V ・ri」K・AnlLV ・1・CdS7 °♪喚 砺 陽 ・XM ・S一的彳働 癩

’
爾 購

　 　 蹟 冫、口高敏 隆 ジ 恕 　Cd ヨ？←♪ ny ；s
’
嘉喜，偉 許 5 ，

＊ 　6 　v闘R“｛Hkr −ff−・je ］・w ・〈1s8e 冫 1Pc 》elopemtrtAl 　 klhnyS］es ・こm

　　
A・PivtS　eS −・一恥Vt ・s・・1 ち。一一n”一こt4 　tT

・咽・）。朝R哨仔』卜一EM8嚠Lw 竃
　　

（cK ・） ：s 購ts 齢Az むし蘭 ¶
」喝r 臥 v・

’ 1sコ ーイ59 ・
＊ 7 オ槻 一1レ，巨 、c｛s7T ） ，　

・S　．te．　ge・9　．　arel　s 　 n ⊂i曾8 の メ縫傀舗
　 　 ；7 　ワ：　
＊ 9 八 ヤ的 ，5・L ・仰 9 ） t ・t ・・幽・V．」・rel　．・tt 　S考　Pt （ dSS 。♪ 郭劍 齦 髄
　 　 2t −7」r．

一 603 一

’
　　 Nt 工

一E 工 eo セ r δ nio 　Librafy 　Servi ご


